
1 基本情報

・ 川崎重工ホッケースタジアムの運営業務
・ 川崎重工ホッケースタジアムの維持管理業務
・ 川崎重工ホッケースタジアムでのイベントの開催業務
・ その他の業務

2 利用状況を把握するための指標 3 令和元年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

令和元年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 清流の国推進部地域スポーツ課

評価対象期間 H31.4.1　～　R2.3.31

指 定 管 理 者

名     称 各務原市

構 成 員 　　－

所 在 地 各務原市那加桜町1丁目69番地

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県グリーンスタジアム（愛称：川崎重工ホッケースタジアム）

所 在 地 各務原市下切町6丁目1－4

H28.4.1 ～ R3.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 51,557

利 用 料 金 5,082
Ｈ２９ 43,497

指定管理料 0
Ｈ３０ 44,083

そ   の   他 46,475
Ｒ１ 19,573

支  出  計 51,557

人   件   費 31,742

施設管理費 17,083

そ   の   他 2,732

差   　　　　　　  引 0

納　　 　付 　　　金

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

※R1は人工芝張替工事のため利用者減

県民のニーズを把握を推進し、利用者に質の高い
サービスを提供できるよう努めてもらいたい。

国内屈指のホッケー専用施設として県内外の利用者に評価
されており、利用者に対するサービスも高い水準が求められ
ることを自覚して、施設の維持管理を行った。

施設の老朽化が予想されるが、効率的な運営を心掛
けてほしい。

基本協定に基づき、指定管理者が実施すべき設備の修繕等
を着実に遂行する中で、利用者の利便性を損なわない範囲
での経費節減を図った。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 5.0 ・利用者の安全を第一に考え、今後も設備点検を充実させて適切な管理
運営に努めてもらいたい。

設置目的の充足状況 4.4

・利用者からの意見収集を行い、速やかに対応している点は高く評価で
きる。
・特に土日は終日入れ替わりチームが利用しており、また、全国大会は
当施設で開催してほしいといった声も多く寄せられていることから設置目
的を達成しているものと思われる。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 4.4
・使用許可の優先順位を守り、平等な利用が確保されている。
・稼働率が高いため、利用者の公平性の確保には課題が生じる懸念が
あるが、関係諸団体との連携を図り、公平性を保とうとしている点が評価
できる。

経営状況 4.0
・今後も最小経費で最大の効果を出せるよう経営努力をお願いしたい。
・今後、老朽化が進み、修繕や保守に費用がかさんでくることが予想され
る。効率的な運営や経費削減に引き続き努めていただきたい。

派生的効果 4.6

・国際大会や全国大会を開催することによる派生的効果は、高く評価でき
る。
・施設の利用頻度も高水準であり、またホッケーの街というイメージも定
着しつつあるようなので、派生的効果は大いにある印象である。オリン
ピックを契機にホッケー競技人口の増加に努めていただきたい。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S ・施設の利用頻度も高水準であり、さらに関係諸団体との連携を図り公平性を保とうとしている点が
高く評価できる。


